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日本薬学会九州支部特別講演会 

要旨：オートファジーはリソソームを分解の場とする細胞質成分の分解システムであ
る。出芽酵母をモデルとした解析を発端に、この約 10 年間、哺乳類を含むさまざ
まな真核生物でのオートファジーの分子機構と生理的意義の理解が急速に進んでい
る。現在までに、オートファジーは飢餓時や初期胚発生時のアミノ酸プールの維
持、細胞内品質管理を通じた神経変性・腫瘍抑制、細胞内細菌分解、内因性抗原提
示などにおいて重要な役割を担っていることが明らかになった。本講演では、これ
らの生理的意義に加え、オートファジーの制御機構、オートファジーを司る膜動態
の分子機構を概説し、ヒト疾患との関連についても議論したい。 
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